
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第３号 

令和５年 5月 1日 

府中市立 

府中第八中学校 

学びと 
思いやり 

〈
在
籍
生
徒
数
〉

 

 
 
 
 
 
 
 

全
校
生
徒
数
７
５
３
名 

〈
学
校
住
所
・
電
話
番
号
〉 

 
 
 
 
 

府
中
市
四
谷
一
丁
目
二
八
二
七 

 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

★
学
校
関
係
者
の
方
か

ら
、「
た
よ
り
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
い

う
お
こ
と
ば
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

『
大
切
に
し
た
い
日
本
人
の
心
「
奥
ゆ
か
し
さ
」』（
全
校
朝
礼
の
講
話
の
一
部
） 

校
長 

髙
汐 

康
浩 

少
し
前
に
、
物
理
学
者
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
が
あ

っ
た
。
番
組
の
中
で
、
一
九
二
二
年
に
彼
が
日
本
を
訪
れ
、
多
く
の
人
々
と
交
流
を
し
た

こ
と
や
、
日
本
滞
在
中
に
母
国
の
兄
弟
に
手
紙
を
あ
て
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
。

彼
が
書
い
た
手
紙
に
は
、
「
日
本
人
は
ど
の
国
の
人
々
よ
り
控
え
め
で
奥
ゆ
か
し
く
、
思

い
や
り
が
あ
る
。」
と
記
（
し
る
）
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
以

前
、
私
が
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
現
地
の
人
々
と

「
奥
ゆ
か
し
さ
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と
日
本
以
外
の
国
の
人
々
は
、
イ
エ
ス
・
ノ
ー

の
意
思
表
示
が
明
確
な
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
と
き
、

フ
ロ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
に
地
下
鉄
の
駅
ま
で
の
行
き
方
を
尋
ね
た
。
「
地
下
鉄
の
駅
ま
で

の
道
順
を
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？
（C

ould you tell m
e the w

ay to the subw
ay station?

）」

と
丁
寧
に
言
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
ノ
ー
、
あ
の
ド
ア
の

と
こ
ろ
に
い
る
男
の
人
に
聞
い
て
く
れ
。(No. A

sk the doorm
an over there.)

」
と
い
う
冷

た
い
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
日
本
の
ホ
テ
ル
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
フ
ロ
ン
ト
の
ス
タ

ッ
フ
は
地
図
な
ど
を
開
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。 

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
空
手
教
室
の
仲
間
か
ら
、「
明
日
、
私

た
ち
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
出
な
い
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
私
は
日
本
式
に
「
明

日
は
用
事
が
あ
る
の
で
・
・
・
」
と
ゆ
っ
く
り
め
に
答
え
て
い
る
途
中
で
、「
ど
っ
ち
な
ん

だ
？
答
え
は
イ
エ
ス
か
ノ
ー
し
か
な
い
だ
ろ
。」
と
言
わ
れ
た
。
確
か
に
仲
間
は
、
イ
エ
ス

か
ノ
ー
か
を
聞
い
て
お
り
、
私
の
用
事
な
ど
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
だ
。 

 

実
は
、
こ
の
よ
う
な
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
の
仲
間
か
ら 

は
、
「
お
前
の
答
え
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
多
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と 

が
多
く
あ
っ
た
。
日
本
に
い
て
も
日
本
人
は
イ
エ
ス
・
ノ
ー
が
は
っ
き
り
し
な 

く
て
よ
く
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
私
は
必
ず
し
も 

そ
の
こ
と
は
正
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。 

 

「
奥
ゆ
か
し
さ
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
辞
書
で
そ
の
意
味 

 

とても人なつこい 

アマゾンの小型サル 

を
引
く
と
、「
上
品
で
つ
つ
し
み
深
く
、
心
が
ひ
か
れ
る
。
態
度
に
こ
ま
や
か
な
心
配
り
が

み
え
て
、
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
。」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
和
英
辞
典
で
「
奥
ゆ
か
し

さ
」
を
引
く
と
、beautiful, m

odest, graceful

と
示
さ
れ
て
い
る
。
間
違
い
で
は
な
い
が
、
し

っ
く
り
こ
な
い
。
私
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
の
空
手
教
室
の
仲
間
に
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
分

か
り
や
す
く
日
本
人
の
「
奥
ゆ
か
し
さ
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
あ
る
人
は
「
我
々
に
は
な

い
気
配
り
で
感
心
さ
せ
ら
れ
た
」
と
言
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
人
は
「
と
て
も
、
そ
ん
な
面
倒

く
さ
い
こ
と
は
で
き
な
い
な
」
と
言
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
仲
間
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
ま

ど
ろ
っ
こ
し
い
私
の
応
対
に
つ
い
て
は
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ナ
ウ
ス
か
ら
船
で
ア
マ
ゾ
ン
川
を
上
流
に
向
か
っ
て
三
時
間
位
行
っ
た

と
き
の
話
だ
。
ま
ず
は
、
マ
ナ
ウ
ス
に
飛
行
機
で
到
着
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
搭
乗
時
に
預
け

た
荷
物
が
す
べ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
ロ
ス
ト
バ
ゲ
ッ
ジ
だ
。
船
に
乗
り
遅

れ
る
と
い
け
な
い
の
で
、
荷
物
を
諦
（
あ
き
ら
）
め
、
ほ
と
ん
ど
手
ぶ
ら
で
船
に
乗
り
込
ん

だ
。
か
な
り
ア
マ
ゾ
ン
の
奥
地
ま
で
来
た
。
周
り
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
だ
。
目
的
地
に
到
着
す
る

ま
で
に
と
て
も
不
安
に
な
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ン
の
奥
地
な
の
で
生
活
雑
貨
や
服
を
買
う
お
店

が
な
い
。
ど
う
し
よ
う
。
目
的
地
に
到
着
し
、
不
安
だ
っ
た
私
の
前
に
一
人
の
青
年
が
現
れ

た
。
マ
ロ
ン
と
い
う
名
前
の
若
者
だ
。
顔
を
よ
く
見
る
と
ど
こ
と
な
く
私
た
ち
日
本
人
の
よ

う
に
も
見
え
る
。
マ
ロ
ン
は
「
こ
ん
に
ち
は
、
よ
う
こ
そ
」
と
話
し
か
け
て
く
れ
た
。
日
本

人
の
ガ
イ
ド
を
あ
ら
か
じ
め
お
願
い
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
こ
の
出
会
い
は
本
当
に
偶
然

の
こ
と
だ
。
マ
ロ
ン
の
祖
母
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
あ
と
で
聞
い
た
。
日
本
が
好
き
で
日

本
語
の
勉
強
を
独
学
で
し
て
い
る
こ
と
も
聞
い
た
。
私
が
手
ぶ
ら
で
あ
る
こ
と
に
、
私
が
説

明
す
る
前
に
気
付
い
て
く
れ
、
こ
ち
ら
が
お
願
い
す
る
前
に
、
マ
ロ
ン 

自
身
の
服
な
ど
を
持
っ
て
き
て
貸
し
て
く
れ
た
。
そ 

し
て
、
滞
在
中
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
躊
躇
（
ち
ゅ 

う
ち
ょ
）
せ
ず
に
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
れ
、
と
言
っ
て 

く
れ
た
。
途
方
に
く
れ
て
い
た
私
は
、
マ
ロ
ン
の
日
本 

人
と
同
様
の
気
遣
い
に
心
の
底
か
ら
ホ
ッ
と
す
る
こ
と 

が
で
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
日
本
人
の
「
奥
ゆ
か
し
さ
」 

の
よ
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

私とマロンの写真 

令和 5年度体罰防止スローガン『～生徒が主役～ 教師は生徒の伴走者』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

〔敬称略〕 

「
性
犯
罪
・
性
暴
力
対
策
の
強
化
の
方
針
」（
令
和
二
年
六
月
性
犯
罪
・
性
暴
力

対
策
強
化
の
た
め
の
関
係
府
省
会
議
決
定
）
及
び
「
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」（
令
和
二
年
十
二
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
、
若
年

層
の
性
被
害
に
関
す
る
問
題
を
広
報
啓
発
す
る
の
に
適
し
た
毎
年
入
学
・
進
学
時

期
で
あ
る
四
月
を
若
年
層
の
性
暴
力
被
害
予
防
の
た
め
の
月
間
と
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
月
間
は
四
月
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
本
校
で
は
、
十
代
の
若
者
に

対
す
る
性
暴
力
の
手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
性
被

害
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
年
間
を
通
し
て
子
供
た
ち
を
性
犯
罪
・ 

性
暴
力
の
加
害
者
・
被
害
者
・
傍
観
者
に
し
な
い
た
め
の
「
生
命 

（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 
□
■
五
月
の
生
活
目
標
■
□ 

 
・
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
友
情
を
育
も
う 

★
令
和
五
年
度
体
罰
防
止
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
定
し
ま
し
た
★ 

『
～
生
徒
が
主
役
～ 

教
師
は
生
徒
の
伴
走
者
』 

令和 5年度体罰防止スローガン『～生徒が主役～ 教師は生徒の伴走者』 

《
運
動
の
全
国
重
点
》 

１ 

こ
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確
保 

２ 

横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と
安
全
運
転
意
識
の
向
上 

３ 

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底 

《
運
動
期
間
》 

 

令
和
五
年
五
月
十
一
日
（
木
）
か
ら
二
十
日
（
土
）
ま
で
の
十
日
間 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火

体
育
祭
予
備
日

体
育
祭
予
備
日
　
尿
検
査
予
備
日

四
谷
小
・
日
新
小
運
動
会

多
摩
川
清
掃
（

９
時
～
）

第
五
十
回
体
育
祭

尿
検
査
予
備
日

体
育
祭
予
行
　
職
員
連
絡
会

生
徒
会
朝
礼
　
全
校
練
習
（

１
校
時
）

住
吉
小
土
曜
授
業

歯
科
検
診
（

１
年
）

避
難
所
開
設
訓
練
（

１
年
）

職
員
連
絡
会

専
門
委
員
会
・
中
央
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（

特
別
時
程
）

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 日

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 曜

学
年
朝
礼
　
ジ
ャ
ー

ジ
登
校
開
始

特
別
時
程
　
部
活
動
再
登
校

部
活
動
保
護
者
会

内
科
検
診
（

３
年
）

　
上
級
学
校
説
明
会

尿
検
査
２
次

府
教
研
 
 
 
尿
検
査
２
次

避
難
訓
練

全
校
朝
礼
（

表
彰
）

　
安
全
指
導

教
育
実
習
開
始

こ
ど
も
の
日

み
ど
り
の
日

憲
法
記
念
日

学
力
重
点
期
間

学
力
重
点
期
間

行
　
事
　
等

学びと 
思いやり 

☆
★
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
★
☆ 

第
五
十
回
多
摩
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

 

二
回
戦 

川
口 

 
 

二
四
―
四
二 

府
中
八
中 

三
回
戦 

稲
城
六 

 

六
五
―
四
三 

府
中
八
中 

 
 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

四
回
戦 

小
金
井
一 

二
九
―
四
三 

府
中
八
中 

五
回
戦 

多
摩
辺 

 

七 

―
六
三 
府
中
八
中 

六
回
戦 

七
国 

 
 

九
十
―
四
二 
府
中
八
中 

☆
★
卓
球
部
★
☆ 

Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
杯 

男
子
Ａ 

優
勝  

小
川 

惺
樹 

牛
久
保 

翔
眞 
和
田 

塔
矢 

今
野 

侑 
 

櫻
井 

陽
人 

 

浅
倉 

陽
和
太 

 

男
子
Ｂ 

優
勝 

柊
木
野 

隼
人 

佐
藤 

大
介 

畠
山  
絢 

杉
浦 

陽
向 

 

嶺
川 

英
志 
  

岡
部 

翔
之
介 

石
川 

蓮
真 

第
四
十
五
回
関
東
中
学
生
江
戸
川
区
招
待
卓
球
大
会 

 

男
子
団
体 

第
五
位 

小
川 

惺
樹 

牛
久
保 

翔
眞 

櫻
井 

陽
人 
今
野 

侑 
 

佐
藤 

大
介 

柊
木
野 

隼
人 

和
田 

塔
矢 
浅
倉 

陽
和
太 

八
王
子
招
待
卓
球
大
会 

 

女
子
団
体 

第
三
位 

猪
飼 

菜
月
美 

奥 

絢
花 

大
島 

和 

荒
川 

結
加 

 

山
下 

和
夏 

松
尾 

栞
里 

 

谷  

そ
ら 

    


